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論 文 内 容 の 要 旨

世界保健機構 の提唱による と、慢性的なス トレスに対処す るためには、本人 自らが 自分 の感

情状態 を調節す る必要があ る とい う(WorldHealthOrganization,1994)。 感 情状態を調節 す るた

め に、我 々は感情の体験 にはた らきかける術 を もってい る。"落 ち込んだ気分 を高揚 させ よ う"、

"イ ライ ラした気分を落 ち着かせ よう"と いつた試み は
、そ の典型 的な例 といえるだ ろ う。本

論 は、感 情心理学 と生理心理学の立場か ら望ま しくない感情体験 を調節す る仕組み を検討 した

もので ある。 なお、 ここでい う感 情 とは、いわゆ る気分 と喜怒哀楽 のよ うな強い情動 の両者 を

含む もの とす る。

強い不安感や抑 うつ感 はそれ 自体がス トレスになるため、 その体験 を解消す るこ とには大 き
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な意味がある。 ただ し不快な感情体験 は、 自律神経系 の興奮 に代表 され るよ うな身体反応や 、

悲観的な ものの見方 に代 表 され るよ うな認知 の歪み を伴 な うことも多い。感 情体験の調節 は、

この よ うな認知傾 向や身 体反応 を修正す るこ とに もなる。例 えば、 自分が不快な気 分にあ るこ

とに気 づ く こ とは、気 分 が もた らす 認知 の歪 み を修 正 す る きっ か け とな る し(McFarlad&

Buehlen,1997)、 リラクセー シ ョンは緊張感 の解 消 を通 して身体 を鎮静化 させ る(Leher,Carr,

1994)。 感情体験 とは、 リアル タイムで感情状態 を監視 ・調節す るための情報 なのである。 した

がって感情体験 を調節す る ときは、それが どの よ うな認知 ・身 体反応 の変化 を生み だす のかが

問題 となる。 この問題 に答 え るため、本論では体験 と認知 ・身 体反応 との対応 関係 を確認 しな

が ら、その体験 を調節す る方法 を検討 してい く。

本論 は、感情 の2次 元構 造モデル を理論的な 出発点 に してい る(Watson&Tellegen,1985)。

このモデル は、感 情体験 が2っ の独立 した心理生物学的機構 によ り生みだ され る と仮 定す る。

一つ 目の機構は、快的で活気 に満 ちた体験 を生みだす もので ある。本論 では この機構 を活力 喚

起系 と記述 し、それが生み だす体験を活力感情 と呼ぶ。 強い活力感 情は活気 、高揚感 、喜 びな

どの体験を指す。逆 に、活力感情の欠如 とは疲労感 や倦 怠感 な どの よ うに活力感 の感 じられ な

い状態を意味す る。 い ま一つの機構 は、不快で緊張 した体験 を生みだす ものである。本論 はこ

の機構を緊張喚起系 と記述 し、それ が生みだす 体験 を緊張感 情 と呼ぶ。強 い緊張感情 とは苛立

ちや不安感の よ うな体験 を指 し、緊張感情の解 消 とは鎮静感 を得 ることを意 味す る。

2次 元構造モデル では、強い緊張感情 を感 じてい る場合 と、活力感情が感 じられな くな って

いる場合 を区別 して考 える。感情体験 を調節す る ときに も、この発想 は新 たな視点を与 えて く

れ る。従来 よ り、望ま しい感 情状態を得 るために、不快感情 を解 消す る方法 が多用 されて きた。

リラクセーシ ョンや抗 不安剤 の使用 はその典型例 といえる。 その背後 には、不快の反 対が快 で

ある とい う暗黙 の仮定 があった。それ に対 して、本論では"活 力感 情の増加"と"緊 張感情 の

解消"が 質的 ・量 的に異な る効果 をもた らす と予想す る。 そ して、活力感 情を積極的 に求 めて

い くことの必 要性 を説 く。例 えば、ス トレス状 況下 では強い緊 張感情 を感 じる。 そのた め、

我 々は緊張感情 を懸命 に減少 させ よ うとす る。 ところが緊 張感情 の背後 には、活力感 情の欠如

が同時に潜んでい るこ とが多い。悲 しみや抑 うつの よ うに、活力感情 が感 じられな くなってい

る場合がそれ に当たる。 この ような不快感情を解 消す るためには、活力感情 を増加 させ るよ う

心身 に働 きかけるこ とが必要で あろ う。 これが本論 の主 旨である。

第1章 研究の背景

ここでは、不快感 情 を調節す るための作業仮説 を提起す る。1-1節 では、2次 元構造モデ

ル より前に提唱 された感情体験のモデル に着 目した。1-2節 では、1節 で述べたモデル と比
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較す るこ とに よ り、2次 元構 造モデル が もつ利 点を述べ た。1-3節 では、活力感情 と緊 張感

情の性質に注 目した。1-4節 では、2次 元構造モデル の観 点か ら不快感情 の構造 を捉 えなお

した。従来か ら"不 快"と 表現 され てきた体験 を、強 い緊張感情 と活力感情 の欠如 が融合 した

状態 とみな した。 この状態 を、緊張一疲労状態 と命名 した。最後 に、活力感情の体験 を増加 さ

せ ることが緊張 一疲労状態を解 消す る と予想 した。続 く第2章 と第3章 では、6つ の実証的研

究に よ り本論 の作業仮説 を検 証 した。

第2章 活 力感情の リズム障害 と多動/易 刺激性

第2章 では、活力感 情の変動 因 として概 日リズムに注 目した。活力感 情の水準は、概 日リズ

ムに従 って変動す る。 いわゆる、活力感 情 の概 日変動で ある。概 日リズ ムによ り活力感 情は 日

中に高 く維持 され、夜 間には減少す る。 この リズム変動 は生物学的要因 によってお こなわれ る

感情調節であ る。 ここでは、その リズ ム障害が緊張 一疲労状態 を生みだす こ とを検証す る。緊

張一疲労状態 として、本章で は多動/易 刺激 性 を とりあげた。多動 とは落ちつ きがな くいっ も

動いてい るとい う児童 の症状 である。易刺激性 は多動 に附随 してみ られ る感情 的な苛立ちやす

さを意味す る。 これ らの症状 は緊張感 情が前面に押 し出 されてい るが、その根本 的な原 因は活

力感 情の欠如 であろ う。

2-1節2次 元構造モデルか らみた多動/易 刺激性

本節 では、活力感 情 と多動/易 刺激性 の関係 を示す先行研 究 を概観 した。先行研 究に もとづ

き、リズム障害が もた らす活力感情 の欠如 が多動/易 刺激性 を生み だす と予想 した。以降では、

ヒ トと多動モデル動物 を併用す ることに よ りこの仮説 を検 証 した。

2-2節(研 究1)活 力感情 の概 日リズム と易刺激性:ヒ トによる検討

本節 では、活力感 情の概 日リズム と易刺激性 との関係 を調 べた。 ヒ トの健 常者 を対象 とした

観察 をお こなった。 まず、生活習慣 に よ り被験者 を昼型 と夜型 の2群 に分 けた。実験 では、 日

中の感情体験、体温、心拍数 の3者 を被験者 ごとに8時 間連続 して測定 した。 同時に、測定 中

に各被験者 が とった活動 の内容 を記録 した。 その結果 、夜型 の被験者 は 目中の活力感情が欠如

してい ることを碓認 した。 その よ うな被験者 は、授業場 面で緊 張感情 を増加 させやす かった。

この結果か ら、概 日リズムが生みだす活力感情 の欠如 が、易刺激 性の原 因である と考察 した。

2-3節(研 究2)多 動モ デル ラ ッ トの睡 眠 ・覚醒パ タン:高 血圧 自然発症 ラッ トに よる

検討

本節では、概 日 リズム障 害 と多動 との関係 を調べた。多動 を実験場面で再現す るた め、多動

のモデル ラ ッ ト(SHR)を 被験体 に使用 した。最初 に、SHRが 示す概 日リズ ムの特徴 を調

べた。活力感情 の概 日 リズムを反映す る行動指標 として、飼育ケー ジ内でみ られ る自発 的な活
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動量 を連続測 定 した。 得 られた活動パ タンか ら、概 日リズムの周期性 を分析 した。 その結果、

SHRの 概 目リズム は不明瞭 であ り、 日中で も自発 的 に活 動す る ことが少 ない こ とが分 かっ

た。一方 、新 奇な場面に移 したSHRは 健常 ラ ッ トに比較 して よく動いた。SHRの 多動 が確

認 された といえ る。 以上の結果は、概 日リズム障害が多動 を生みだす とい う仮説 を支持 してい

た。

2-4節(研 究3)睡 眠 ・覚醒障害に よる多動発現:ダ ール食塩感受性 ラッ トによる検討

本節では人為 的に概 日リズムの乱れ を誘発 し、それ が多動 を生 みだす こ とを検証 した。食塩

負荷 をお こなったダール食 塩感受性 ラ ッ ト(DS)は 、自発性活動 の概 日リズムが不明瞭 になっ

た。 同時に、 日中の活動 量 も減少 した。 これ らの特徴 は、SHRと 一致 していた。ただ し、新

奇環境に移 して もDSは 多動を示 さなかった。 この結果 か ら、概 日リズ ム障害は多動 の直接的

な原因ではない と考察 した。

2-5節 総 括

本節 では、3つ の実験 で得 た知 見 を総括 した。概 日リズム と多動 との因果 関係 は見出せ な

かったものの、概 日リズムが活力感情 の変動因で あるこ とを確 認 した。 さらに、 この変動 因に

障害が生 じると緊張一疲 労状態が生 じやす くなるこ とが明 らか になった。原 因は活力感情 の欠

如が生 じるだけでな く、緊 張感情が増加 しやす くな るた めであった。 そ こで、活力感 情の慢性

的 な欠如は緊張 一疲 労状態 を生みだす先行要因で ある と結論 した。緊 張一疲 労状態 を防止す る

ためには、生活習慣 の改善に より活力感情 の変動 を修正す る必要がある と提案 した。

第3章 活力感情 による悲 しみ/抑 うつの解消

本章では、活力感情 の増加 が緊張一疲労状態に与える影響 を調べ た。 よ り典型 的な緊張 一疲

労状態 として、悲 しみ/抑 うつ状態 を とりあげた。

3-1節2次 元構造モデルか らみ た悲 しみ/抑 うつ

本節では、悲 しみ/抑 うつ に関す る先行研究 を概観 した。悲 しみ と抑 うつの共通点 は、気分

の落 ち込 みが経験 され るこ と、活動が停滞す るこ と、否定的な認知傾 向が生みだ され るこ との

3点 であった。先行研究 は、これ らの症状 に活力感情 の欠如が 関わ っている ことを示唆 してい

た。 そ こで、活力感情 を増加 させ ることが悲 しみ/抑 うつ状態 を有効に解消す る と予想 した。

3-2節(研 究4-1)活 力感情 と悲 しみ/抑 うつ感

本節 では、悲 しみ/抑 うつの下で報告 され る感情体験 の特徴 を調べた。感情状態を調節す る

ためには、まず 自分 の感情体験に注意を向けなければな らない。悲 しみ/抑 うつの特徴 は、活

力感情が感 じられな くなるこ とである。 したがって、悲 しみ/抑 うつ を調節す るためには、活

力感情の欠如 に気 づ くことが必要であ ろ う。ただ し近年 の研 究は、 自己の感 情状態 を同定す る
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能力に個 人差 がある としてい る。ア レキシサイ ミア(Alex)は 、感情 同定能力 が低 い ことを特

徴 とす る個人特性 であ る。"感 情 が末分化"と い う言葉 がAlexを 端 的に表現 していて、Alexを 検

出す る尺度 は"自 分が どの よ うな感情 を感 じてい るのか、 よ く混乱す る"等 の質問 を用い る。

悲 しみ/抑 うつ状態に あった としても、Alex傾 向者 は一貫 した気分 を報告 しない と予想 した。

この仮説 を検証す るため、青年期 の学生 を対象 に した質問紙調査 をお こなった。 質問紙の内

容は、Alex傾 向 を測定す るTorontoAlexithymaiScale(TAS)、 抑 うつ症状の有無 を測定す る自己記

入 式抑 うつ性 尺度(Self-ratingDepressionScale;SDS)、 こ こ2週 間 の気 分 を測 定 す る改 良版

Genera1Arousa1Checklist(GACL)の3点 であった。

まず 、悲 しみ/抑 うっ状態 のも とで報告 され る感 情体験 の特徴 を調べ た。TASの 得 点 によ り

上位25%を 高TAS群 、下位25%を 低TAS群 とした。高TAS群 は、ア レキシサイ ミア傾向が高い被

験者 に該 当す る。低TAS群 では、不安感 が強 い人は高い緊 張感情 のみ を訴 え、悲 しみ感が強い

人 は同時に活力感情の欠如 を報告 した。 この結果 は、活力感情 の欠如が悲 しみ と不安 を区別す

る基準 とな ることを示 していた。 一方 、高TAS群 では不安感 の強い人 も悲 しみ感 の強い人 も強い

緊張感 情のみ を訴 えた。高TAS群 では、不安感 と悲 しみ感 が明確 に区別 され ていなか った とい

える。緊張感情へ の強い注意が、Alexの 未分化 な感情体験 を生み だす と考察 した。

3-3節(研 究4-2)活 力感情 と抑 うっ症状

本節では、抑 うつ症状 に ともない報告 され る気分 の特徴 を調 べた。前節 で得 たデー タを再び

使用 した。高/低TAS群 ごとに、 自己記入式抑 うつ性尺度 の合計得点(SDS得 点)と 活力/緊 張

感情 の因子得点の間で相 関係 数を算出 した。低TAS群 の被 験者は、抑 うつ傾 向が強 くなるほ ど緊

張感情が強 く、同時に活力感情が感 じられ な くなっていた。具 体的な症状 との相 関を分析 した

ところ、活力感 情 を感 じられ ない被験者 ほ ど将来 の希 望が欠如 してお り、自己評価 も低 かった。

この結果は、活力感情 の欠如が抑 うっにみ られ る悲観 的な認 知傾 向を生み だす ことを示唆 して

いた。一方、高TAS群 で は抑 うつ傾 向に ともない活力感情 の欠如が報告 され なか った。 また、

高TAS群 の報告す る気分は認知傾向 とも相関 しな かった。高TAS群 の抑 うつ は、強い緊張感が前

面に出る仮面 うつ様 の特徴 を特っていた。 この よ うな強い緊 張感情 が、活力感情 の欠如 をマス

クしてい ると考察 した。

3-4節(研 究5)活 力感情 の時間特性 と悲 しみ の持続

有効 な悲 しみの解 消法 を探 るため、本節 では、悲 しみが もつ時間的な特性 に注 目した。他の

不快感情 に比較 して、悲 しみ の体験は長 く持続す ることが分 かっている。 ここでは強 い緊 張感

情 と活力感情の欠如を比較 して、その どち らが悲 しみの持続 を生みだすのか を検討 した。また、

感情体験 に ともな う身 体反応 を調べ るため、顔 面の搬眉 筋、大頬骨筋 、お よび心拍数 を測 定 し

た。3者 は順番 に、悲 しみ/抑 うつ感 、活力感 情、緊張感情 の強 さを反映す る指標 となる。実
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験 には、イ メー ジ課題 を用 いた。まず、被験者 は悲 しみ を誘発す る4つ の場面 を連続 してイ メー

ジ した。悲 しみイ メー ジの終 了後、カ ウン ト条件か統制条件か のいずれか を提示 した。 カ ウン

ト条件 では、被験者 は 目を閉 じた状態で30秒 間、安静状態 を維持 した。一方、統制条件ではカ

ウン ト課題 を とば して感情体験 の評 定をお こなった。そ の結果、悲 しみ感 と緊張感 には時間特

性 に違 いがあった。 イメー ジによ り生 じた不安感 と心拍数 の増加 は、カ ウン ト課題 の間に解消

した。 これ は、時 間の経過 に ともない緊張感情 が 自然 に解消 した ことを示 していた。 一方 、悲

しみ感 と搬眉筋活動 は、カ ウン ト課題 に より解消 しなか った。 そ こで、緊張喚起 系 とは異 なる

機構 が悲 しみ の持続 を引き起 こす と結論 した。

3-5節(研 究6)活 力感情 の増加 と悲 しみの解 消

本節 では活力感情 の増加(喜 びの誘発)と 緊張感 情の解 消(リ ラクセー シ ョン)が 、悲 しみ

の諸相 に及 ぼす影響 を比較 した。 まず 、被験者 は悲 しみ をひきお こす4場 面 を連続 してイ メー

ジ した。悲 しみのイ メー ジが終了す る と、 この実験では喜びを誘発す る場面、 リラ ックスを誘

発す る場面 、中性場面 の うちのいずれ かが後続 した。 後続場 面のイ メー ジ終了後、被 験者 はそ

の時 点で感 じる感情体験 を評 定 した。その結果 、喜び は大頬骨筋活 動量を増加 させ た。同時に、

悲 しみの体験 と搬眉筋活動 を解 消 した。 さらに、大頬骨 筋活動 が大 き く増加 した被験者 ほ ど、

気 分 も大 き く修復 した。そ こで、活力感 情の増加 は悲 しみ を解消す る と結 論 した。一方、 リ

ラックスは心拍数 を減少 させ たが、喜び ほどには悲 しみ感や織眉筋活動 を解 消 させ ることが で

きなかった。以上 の結果か ら、悲 しみ を持続 させ るのは活力感情の欠如であ ると結論 した。

第4章 活 力感情が感情調節に果 たす役割

第4章 ではこれ まで得 られた知見 を総括 し、活力感 情が感情調節 にはたす役割 を総合的に考

察 した。最初 に、感情状態を 自己調節す る手順 を記述 したモデル を提起 した。 このモデルは、

は じめに感情体験 の種類を同定 し、そ の体験に もとづ き 自己の心身状態を評価 し、その評価 に

も とづ き感情状態 を調節す るとい う3過 程か らな る。 それぞれの過程 で、活力感情 は緊張感情

とは異 なる役割 を担 っていた。

1.同 定:感 情体 験の種類 を同定す るこ とは、そ の感情 を調節す る第一歩 とな る。そ の際、

活 力感情 の水 準が重要 な情報 とな る。 活力感情 の水準 に敏感 な人 は、 自分が悲 しみ状態 にあ

るのか不安状態 にあるのか を正確 に把握す るこ とがで きる。活 力感情 が欠如 してい ることが、

悲 しみ/抑 うっ と不安 を区別す る基 準 となるた めで ある。一方 、緊張感 情の水準に敏感 な人

は、悲 しみ感 と不安感 を区別で きない。緊 張感情へ の過度な注意 は、Alexに み られ る末分化

な感情体験 の原 因にもな る。 この よ うな末分化 な感 情体験は、感 情の調節 に役立たない。＼

2.評 価:感 情体験 の種類 を同定 した後は、その体験 を利用 して 自己の心的状態 が評価 され
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る。活力感情 の欠如が緊張感情 とは異な る心的状 態を意味す ることを述 べた。 強い緊張感情

は、 自律神経系 の興奮や心気症傾 向な どの防衛反応 が心身 に生 じてい ることを示す。一方、

活力感情 は 自分 の認知傾 向が楽観 的であ ることを示す。活力感 情 を頻繁 に体験 してい る人は、

将来に対 して希望があ り自尊心 も強い。逆 に、活ガ感 情の欠如 は 白分の考え方 が悲観 的になっ

てい ることを示すサインになる。 楽観性 は、ス トレスに対処 してそれ を克服す るために不可

欠な ものである。効率的にス トレスに対処す るためには、活力感 情が欠如 しない よ う感情体

験 を監視す る必要がある。

3.調 節:感 情状態が望ま しくない と評価 され た場合 は、そ の感情 が調 節 され る。活力感情

と緊張感情 は、時間的な特性が異な る。 緊張感 情の増加 は一時的であ るが、活 力感 情の欠如

は持続 的であった。つま り、緊張 一疲 労状態で最終的に問題 とな るのは、活力感 情の欠如 で

ある。緊張感情 と活力感情 は変動因が異な る。 緊張感 情はス トレスの よ うな環境要因に よっ

て生起 し、その要因が消失す る と速やか に解 消す る。 一方 、活力感 情 には内的 ・生物学的要

因が関与 してい る。そのため、ス トレスが消失 した後 まで活 力感 情の欠如は持 続す る。外的

ス トレスを解消す るだけでは、活力感 情 を調節す ることはできない。 生活習慣 の改善や社会

的活動 を行 うな どして、積極的に活 力喚起系に働 きかけ る必要 がある。

以上 で論 じた3過 程か ら、活力感情 を監視 ・調節 す ることが望ま しい感 情状態 を もた らす と

最終的 に結論 した。

論 文 審 査 結 果 の 要 旨

本論 文は、感情 に関連す る主観 的体験 の機 能的特徴 を、 「正 と負 の気 分」の 自己調節過程 に

関連づ けて明 らかに しようとした ものである。 その際、正の気分 を産生す るのが活力感情 であ

り、それ が 自己調節 で中心的役割 を果 たす と結論づ けた。全体 は4章 で構成 され てい る。

第1章 では、まず、感情体験に関す る先行研究 を展望 した。次いで、そ の体験 の 自己調節 に

おいては、活力感 情 と緊張感 情 とが特 に重 要な役割 を果 たす こ とを指摘 した。 その際、論者 は

「感情 の2次 元構造モデル」に注 目し、 これ を 自己調節 の仕組み を説明す るための一つの心理

学的モデル とした。 ここで言及 した二っ の主要概念 の一っが活力感 情で あ り、 これ を活気 、高

揚感 、喜 びな どの体験に関連 づけた。 も う一つが緊張感情で あ り、 ここでは苛立ちや 不安感の

よ うな体験 との関連 を重視 した。 そ して、 このモデル を構想 す ることに よ り、 「快」 と 「不快 」

との状 態が交代す る仕組み を簡潔 に予測 し、その結果、不快感 を ともな う緊張一疲労状態解除

につ いて実験的検証が可能な作業仮説 を導 出 した。第2章 と第3章 では、 こ うした仮説 の実験
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的検証結果 を詳述 してい る。

活力感情 は 「感情 の2次 元構造モデル 」に よれ ば、安定 した精神生活の基礎的要因 として重

要 な意味 をもつ。そ こで、 この感 情を規定す る生体 内因子 として概 日リズム に注 目し、両者 の

関連 を生理心理学的 に明 らか に しよ うとしたのが第2章 である。 ここで の仮定 は、活力感 情が

約一 日周期で変動す る とい うものであ る。 そ して安定 した精神 生活 の基礎 にこの感情の周 期的

変動 が役割 を果 た してい る とす る。 さらに、 この変動 の障害 を活力感情 の欠 如 ととらえ、それ

が緊張一疲労状態 を生みだす とした。緊張一疲 労状 態は活 動過剰 を意 味す る多動や 、興奮性 あ

るいは易刺激性 の高揚 と関連づけ ることができる。そ こで、 この よ うな仮説 検証 には生体活動

リズムを精査す る必要が あるわ けで、従って、人で の リズム関連資料 を求 めるだけで なく、循

環器 系機能が慢性 的に充進 していて多動傾 向の顕著 な疾患モデル ラ ッ トな どの動物での資料 を

も収集 した。

研 究1で は、活力感情の概 日リズム と易刺激性 との関連 を人で実験的 に検討 した。 リズムに

は個 人差があるため、被験者 を朝型 と夜型 とに分 けて論 じてい る。被 験者 には、 日中8時 間に

亘 って 日常生活場 面で遭遇す る出来事や その ときの感情体験 の自己記録 を求 める とともに、末

梢皮膚温 と心拍活動 の同時記録 を行 った。 その結果 、夜型の被 験者 は 日中の活力感情が欠 如す

る傾 向を もつ との知見 を得た。っ ま り、緊 張感情 を増加 させ やすいわ けで、 この原因 にな るの

が活力感 情の欠如 である とした。

研 究2で は、多動 が概 日リズムの崩壊 か ら生 じる行動障害 と推定 し、その検証 を試 みた。被

験体 として用 いた本 態性 高血圧疾愚モデル ラッ ト(SHR)は 、一般 に顕著 な多動傾 向を示す。

そ の リズムの特徴 を調べ た ところ、周 期性 が不 明瞭 で 日中で も 自発 的活動 が少 ない こ とが分

か った。 このこ とは、概 日リズムのパ ター ンが崩れ るこ とで多動傾 向が生 じるこ とを うかがわ

せた。

引 き続 いて行 った研究3で は、ダール食塩感受性 ラ ッ トを用いた。 この ラッ トは食塩負 荷を

継続 す ることで、高血圧状態 を発症 させ ることができ る。実験 の結果 、SHRと 同様 に高血圧 の

発症 に ともない 自発 性活動 の概 日リズムは不明瞭 にな り、 同時に 日中の活動 量 も減少 した。

SHRと の違い は、新奇環境 にあって も多動 を示 さない ところにあった。従 って、多動 と概 日リ

ズム との関係 は直接的ではないこ とを指摘 した。

第3章 で は、活 力感 情 と緊張感 情 との関連 を人 での心理 生理学的研 究 に よ り詳細 に検討 し

た。 その際 に実験的な操 作の対象 としたのが、悲 しみ/抑 うつであ り、 これ は緊張一疲労状態

を よく反映す る とした。

研 究4で は、悲 しみ/抑 うつ の下で報告 され る感 情体験の特徴 を調 べた。 その際、 自己の感

情状態 を同定す る能力 には顕著な個人差 が認 め られ るので、ア レキシサイ ミア(Alex)傾 向を
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取 り上 げ、そ の測定 にTorontoAlexithymiaScale(TAS)を 用 いて感 情 同定 能力 を測 定す る試み を

行 った。 その他 、抑 うつ性 と気 分の尺度 を併用 した。TASの 得点 をもとに、不安感が強い人 は高

い緊 張感 情 のみ を訴 え、悲 しみ感 が 強い人 は同時 に活力感 情 の欠 如 を報 告す る こ とを見 出 し

た。そ こで、活力感 情の欠如 は、悲 しみを不安 と区別す る基準 にな る と推察 した。 なお、TAS

得点が高 い人 では不安感 と悲 しみ感 との明確 な区別 がな され ない傾 向が あ り、 これ は緊張感 情

へ注意が過度 に向 け られ るためである とした。 そ して、活力感情 の欠如 した被験者 ほ ど抑 うつ

的な認知 傾 向 を示 した ことか ら、活力感情 の欠如 が悲 しみ/抑 うつ感 を発生 させ る主 な要因に

なる と推 察 した。

この よ うな予備 的調査 に もとつ いて行 った研究5の 実験的研究で は、悲 しみ感情効果が持続

しやす い こ と、また、研 究6で は活力感情 を高めるこ とが悲 しみ感情 の効果 を低減 させ るのに

有効で あ る ことを指摘 した。 その際、注 目され るのは、活力感 の高揚効果が緊張感情 を減少 さ

せ る リラ ックス効果 よ りも、悲 しみの諸相 に有効 に作用 したこ とで ある。 このよ うな結果は、

活力感 情 を高揚 させ ることがで きる事態 では、悲 しみ の持続 が阻止 されやすい こ とを示唆 して

い るわ けで あ り、感 情調節 の一つの方策 を示 した点 で評価で きる研究成果で ある とい えよ う。

第4章 で は、感情調節 のなかで活力感情 が担 う主 な役割 を総合 的に考察 してい る。要す るに、

論者 が得 た結論 は、活 力感 情は感情体験 の種類 を同定 し、そ の感情状態 を評価 し、調節す ると

い う3っ の過 程で独 自の役 割 を担ってい るとい うことである。活力感情 の機能的意味 は、同定

の段階 で は抑 うつや不安の状態 をよ り明確 に区別 できる よ うに させ る ところにある。そ して評

価の段 階 で は、悲観 的な認 知傾 向 にあ るか ど うかの監視 を容易 にす る ところにあ り、 さらに調

節 の段 階 で は、緊 張 疲 労状態の効 率的解除 を促 す ところにある。 実験 的検討 を踏ま えた この

よ うな結 論 は、現象 の綿密な記述 と分析 とに もとつ くものであ り、説得力 のあ る内容 となった。

しか しなが ら、現象の生理学的対件 を求 める試 みや 、理論 的考察 には今後 さらに検討 を要す

る部分 を残 したままで ある。 これ らは今 後の課題 として さらに詳細 な検討 が侯 たれ る ところで

はあ る もの の、本論文 は、今後 の感 情の実験的研 究 に興 味深い示唆 を与 えるもの となってお り、体

験 として の感 情の調節機構 を明 らかにす るた めの生理心理学的研究 に寄与す るところ大である。

よっ て 、 本 論文の提 出者は、博士(文 学)の 学位 を授 与 され るに十分 な資格 を有す るもの と

認 め られ る。
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